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医療福祉施設をターゲットとした研究会から他の建築用途も含め、
コンソーシアムへ

BEMS普及コンソーシアム京都

一般事業者とBEMSアグリゲーターの橋渡し

BEMSの有効性を含めた情報発信

ＢＥＭＳ普及コンソーシアム京都
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ＢＥＭＳ普及の鍵は高圧小口需要家～低圧需要家

ターゲット

出典：経済産業省・資源エネルギー庁資料
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ターゲット

出典：経済産業省・資源エネルギー庁資料
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見える化（エネルギーの可視化）
どの部分にエネルギーを使っているかすらわからないと対策の施しようもない

BEMSの役割

電気

ガス

熱源機

空調機

ポンプ

換気

照明

コンセント

エレベーター

衛生

その他

月々の電力・ガスなどの請求書
だけだと、どの部分にエネル
ギーを使っているかわからない

機器毎にエネルギー使用量
を計れば、どの部分にエネル
ギーを使っているかがわかる

→エネルギーを多く使ってい
るものを、しっかりと節約すれ
ば効果的に省エネが可能

空調関係

照明関係

ｺﾝｾﾝﾄ関係
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見える化（エネルギーの可視化）
いつどの機器がエネルギーを使っているかすらわからないと対策の施しようもない

BEMSの役割

1時 3時 5時 7時 9時 11時 13時 15時 17時 19時 21時 23時

その他
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ガス

電気

月々の電力・ガスなどの請求
書だけだと、いつエネルギー
を使っているかわからない

細かな時間単位でエネル
ギー消費量を把握できる

一番多く使っている量で電気
料金の基本料金が決まる

意外と多い残
業によるエネ
ルギー使用夜間、人もい

ないのにエネ
ルギーを消費
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機器の制御
最適な運転に制御

BEMSの役割

契約電力を超えそうになったら、自動的に予め決
めておいた機器を停止し、契約電力を超えないよ
うにする

⇒ デマンドコントロール

止めても支障のない範囲
で、熱源・空調機・換気設備
を停止
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コンソーシアム活動の継続性と、BEMSを利用しやすい環境作り

BEMSコンソーシアムの総括にあたって

①建築用途・規模毎の総括、普及活動
・建築用途・規模に合ったハンドブックなどの作成
・広報

②導入時のサポート
・BEMSアグリゲーターとの橋渡し、情報提供
・エネルギー管理専門家による技術支援・サポート
・導入資金サポート
・管理・マネージメント体制の準備

③運用時のサポート
・見える化データの分析手法の学習
・日常的なエネルギー診断ができる体制の確保
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改正省エネ法

出典：「省エネ法の改正について」平成２６年４月１日 資源エネルギー庁省エネルギー対策課
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改正省エネ法

出典：「省エネ法の改正について」平成２６年４月１日 資源エネルギー庁省エネルギー対策課

9



改正省エネ法

出典：「省エネ法の改正について」平成２６年４月１日 資源エネルギー庁省エネルギー対策課
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電力需要者が取り組むべき対策の一つに

改正省エネ法

出典：「省エネ法の改正について」平成２６年４月１日 資源エネルギー庁省エネルギー対策課
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補助金の一方、定期報告の義務化へ

改正省エネ法

出典：「省エネ法の改正について」平成２６年４月１日 資源エネルギー庁省エネルギー対策課
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段階的に省エネ基準の適合を義務化へ

建築物省エネ法

出典：「建築物省エネ法の概要」平成２８年２月 国土交通省住宅局住宅生産課建築環境企画
室
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都市の低炭素化の促進

建築物省エネ法

出典：「建築物省エネ法の概要」平成２８年２月 国土交通省住宅局住宅生産課建築環境企画
室
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